
 

              

さ
れ
ま
し
た
。 

美
並
町
民
の
多
数
の
皆
様
が
参

加
さ
れ
る
中
、
７
人
の
方
々
の
す
ば

ら
し
い
意
見
・
提
言
さ
れ
、
そ
の
意

見
に
対
し
郡
上
市
長
が
答
え
る
形

で
会
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

一
般
か
ら
の
意
見
発
表
も
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

◇
発
表
者
と
提
言
内
容
は
次

の
通
り
で
す
。 

☆
古
川
和
夫
さ
ん
（
下
田
） 

 

「
防
災
無
線
の
整
備
に
つ
い
て
・

県
道
大
和
〜
美
並
線
他
２
路
線

の
２
車
線
化
に
つ
い
て
」 
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お 願 い 
この度、第４号の「みなみの声」にて、郡上市１

２月議会定例会の概要等を報告させていただき

ました。今後とも皆様方の身近な問題・課題・思

い・願い、何でも結構ですので皆様のお声を、是

非左記にお寄せいただきますとともに、一層のご

指導を賜りますようよろしくお願い申し上げま

す。 

柵
、
フ
ェ
ン
ス
、
ト
タ
ン
等
、
旧

町
村
の
対
応
を
引
き
継
い
で
助
成

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。 

 

今
後
、
市
の
財
政
と
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
意
向
を
ふ
ま
え
、
少
し

で
も
有
利
な
制
度
も
含
め
て
、
各

種
研
究
し
な
が
ら
早
期
に
事
業
対

応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

答
弁
：
市
長 

庁
内
で
も
い
ろ
い
ろ
論
議
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
地
区
の
意
向

を
ふ
ま
え
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
き
、
猟
友
会
の
ご
協
力
も
頂
き

な
が
ら
、
き
め
細
か
く
や
っ
て
い

き
た
い
。 

 

◇
郡
上
市
あ
お
ぞ
ら
公
聴
会

イ
ン
美
並 

  

市
長
と
市
民
が
ひ
ざ
を
交
え

て
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
語
り

合
う
、
美
並
町
の
あ
お
ぞ
ら
公
聴

会
が
、
台
風
の
た
め
延
期
に
な
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
十
二
月
十
八

日
（
土
）
日
本
ま
ん
真
ん
中
セ
ン

タ
ー
３
７
３
ホ
ー
ル
に
て
開
催 

☆
太
田
岩
雄
さ
ん
（
福
野
） 

 

「
農
地
の
保
全
に
つ
い
て
・
０
歳

児
保
育
の
実
施
に
つ
い
て
」 

 

☆
和
田
君
枝
さ
ん
（
下
田
） 

 

「
市
の
南
端
で
あ
る
美
並
地
域
の

振
興
に
つ
い
て
」 

 

☆
村
瀬
重
八
さ
ん
（
門
福
手
） 

 

「
長
良
川
鉄
道
の
今
後
の
存
続

と
、
少
人
数
学
級
の
形
成
に
つ
い

て
」 

 

☆
松
尾 

太
さ
ん
（
苅
安
） 

 

「
美
並
円
空
会
か
ら
郡
上
市
円
空

会
へ
の
飛
躍
に
つ
い
て
」 

 

☆
小
栗
英
子
さ
ん
（
八
坂
） 

 

「
高
齢
者
の
生
活
支
援
体
制
に
つ

い
て
」 

 

☆
古
川
雄
三
さ
ん
（
福
野
） 

｢

東
海
北
陸
自
動
車
道
瓢
ヶ
岳
Ｐ

Ａ
整
備
に
よ
る
商
工
業
振
興
に
つ

い
て
」 

  ◇
平
成
十
七
年
美
並
地
域 

成
人
式 

 

八
十
四
名
の
み
な
さ
ん
、
ご
成

人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

「あおぞら公聴会イン美並」の様子 

答
弁
：
健
康
福
祉
部
長 

 
県
単
独
事
業
の
「
被
災
者
生
活

住
宅
再
建
支
援
制
度
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
、
県
議
会
に
上
程

中
で
あ
り
、
県
議
会
議
決
後
、
県

か
ら
の
指
導
と
指
示
を
受
け
、
早

急
に
申
請
事
務
手
続
き
を
行
い
最

善
の
努
力
を
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
制
度
の
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
住
宅
の
全
壊
、
半
壊
、

ま
た
、
床
上
浸
水
の
発
生
し
た
市

町
村
（
被
災
者
）
に
対
し
て
、
生

活
の
支
援
と
か
、
住
宅
の
移
転
、

ま
た
、
再
建
経
費
の
一
部
を
支
援

す
る
制
度
で
あ
り
ま
す
。 

 

答
弁
：
市
長 

 

県
や
国
に
お
願
い
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
精
一
杯
努
力
を
し
た

い
。
内
ヶ
谷
ダ
ム
に
つ
い
て
も
１

日
も
早
く
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ

う
努
力
し
、
予
防
対
策
等
を
早
急

に
講
じ
て
い
き
た
い
。 

 

質
問
② 

獣
害
対
策
に
つ
い
て 

近
年
、
郡
上
市
内
に
お
き
ま
し 

て
、
猿
、
イ
ノ
シ
シ
、
鹿
等
に
よ
る

水
稲
、
野
菜
、
果
樹
あ
ら
ゆ
る
農
作

物
に
お
い
て
、
獣
害
に
よ
る
被
害
が

続
出
し
、
農
業
生
産
者
に
お
い
て

は
、
年
間
を
通
じ
て
、
そ
の
対
策
に

費
や
す
労
力
と
経
費
負
担
、
農
産
物

収
穫
量
の
激
減
等
大
変
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
近
年
の
猿
、
イ
ノ
シ
シ
、

熊
な
ど
獣
た
ち
の
出
没
状
況
を
考
え

ま
す
と
き
、
植
林
、
森
林
の
状
況
と

あ
わ
せ
て
、
山
に
獣
た
ち
の
食
料
が

な
く
、
異
常
な
状
態
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

今
ま
で
に
お
い
て
も
、
捕
獲
柵
、

防
護
柵
、
フ
ェ
ン
ス
、
ネ
ッ
ト
等
、

各
種
の
対
策
が
試
み
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
十
分
な
状
態
で
は
な
く
、
地

域
農
業
の
振
興
・
発
展
を
妨
げ
る
大

き
な
障
害
・
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。 ま

た
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動

を
も
喪
失
さ
せ
る
大
き
な
問
題
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
ま
ま
で
行
き
ま
す
と
益
々

農
地
の
荒
廃
化
が
進
む
こ
と
を
大

平成 17年美並地域成人式 
 

変
危
惧
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

山
間
地
域
・
郡
上
市
の
農
業
振
興

の
た
め
の
、
緊
急
的
・
最
重
要
課
題

で
あ
り
ま
す
。 

 

現
在
の
郡
上
市
の
獣
害
の
被
害

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。 

 

ま
た
、
獣
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

猟
友
会
の
皆
様
方
と
の
協
力
・
連
携

に
よ
る
駆
除
対
策
を
は
じ
め
、
捕
獲

報
奨
金
等
を
増
額
し
て
頂
き
、
抜
本

的
か
つ
、
総
合
的
な
獣
害
対
策
を
早

期
に
講
じ
ら
れ
た
い
が
い
か
が
か
。

 

答
弁
：
産
業
振
興
部
長 

 

郡
上
市
の
獣
害
の
被
害
は
大
変

な
被
害
が
出
て
お
り
ま
す
。
そ
の
被

害
額
に
つ
い
て
は
、
約
６
千
万
円
か

ら
７
千
万
円
が
推
測
さ
れ
ま
す
。 

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
は
、
猟

友
会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
捕

獲
頭
羽
数
は
猪
２
８
７
頭
他
合
計

で
５
５
２
頭
で
あ
り
ま
す
。
駆
除
対

策
費
は
８
７
７
万
円
、
猟
友
会
委
託

料
２
８
０
万
円
等
計
上
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
郡
上
市
単
独
で
電
気

  

郡
上
市
に
お
け
る
初
め
て
の
成

人
式
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に

開
催
さ
れ
、
本
年
は
郡
上
市
で
６
６

４
人
の
方
々
が
成
人
の
日
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。 

 

美
並
町
は
、
一
月
九
日
（
日
）
、

日
本
ま
ん
真
ん
中
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
８
４
名
の
皆
様
が
新
成
人
と

な
ら
れ
、
地
域
の
皆
様
方
の
温
か
い

祝
福
の
も
と
、
厳
粛
か
つ
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。


